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私たちは、ＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓの推進に向けた取組を下記のとおり宣言し

ます。 

 

１ ＳＤＧｓの推進に向けた取組概要 

・当社は、経営方針（経営理念、経営指針、企業行動規範、経営計画指針）に健康・福祉社

会に貢献する企業であることと掲げ、「医療機器事業」、「教育用医療モデル事業」、「化粧品

関連および試薬事業」の事業活動において、医療機器、教育用医療モデル、化粧品原料、研

究用試薬を提供しています。 

・当社は 2017 年から NPO 法人「東京発アジアの子供たちに微笑みの輪を広げる無償医療

ネットワーク」の活動趣旨に賛同し、当社医療機器（鼻孔レティナ）を無償提供し、医療支

援を通じて、国際社会に貢献しています。 

・当社は 2017 年から NPO 法人「あおぞら」の活動趣旨に賛同し、当団体が進めるカンボ

ジア王国での医療支援プロジェクト「サンブール保健センター新築支援事業」に当社教育用

医療モデル（新生児蘇生モデルアドバンス）を提供し、質の高い教育による保健人材の育成、

保健医療サービスの改善に貢献しています。 

・当社は「化粧品関連および試薬事業」の事業活動を通じて、2007 年から地域産品の３Ｒ

事業に貢献しています。さらに、山形県産品、宮城県産品、熊本県産品を原材料に使用した、

安心安全なストーリー性のある化粧品原料を開発、製造、販売し、被災地域の地域経済に貢

献しています。 

・当社は 2011 年より次世代育成支援対策法に基づく行動計画を策定し、多様な雇用環境、

労働条件の整備に取り組んでいます。さらに、従業員への健康投資による生産性の向上等の

組織の活性化に取り組んでおり、健保連により「健康優良企業 銀」（2019 年～）に認定さ

れています。 

・当社は 2010 年より自然災害（庄内平野東縁断層帯地震、都心南部直下地震）および新型

感染症感染拡大を想定リスクとした三つの事業継続計画を策定し、定期的な訓練を実施し

ています。 

・当社は NPO 法人「キャップの貯金箱推進ネットワーク」の活動趣旨に賛同し、2008 年

からペットボトルキャップの回収活動を実施し、途上国の健康福祉に貢献しています。 



（続き） 

・当社のＳＤＧｓへの取り組みは全社を挙げた活動であり、社員全員が身近な課題を意識

し、一つ一つ着実に取り組み、自社のみならず、地域社会と協力し、ともに持続可能な地域

社会づくりに向けた取り組みや普及啓発を行いたい。 

 

 

２ 取り組んでいる（取り組みたい）ＳＤＧｓ17のゴール・目標 

 （該当するゴールに レ を記入してください。（複数回答可）） 
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